
定 例 会 日 程定 例 会 日 程

6 月 5日 本会議（提案説明）

12日 本会議（一般質問）

1３日 本会議（一般質問）

1５日 建設産業委員会

1６日 教育福祉委員会

１９日　 総務環境委員会

2０日 議会運営委員会

本会議

守屋多々志作　源氏物語
常夏 「夏野をゆく」

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

補
正
予
算

【
一
般
会
計
】

◇
全
て
の
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
光
熱
費
や
食

費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
夏
休
み
期
間
に
、
高
校
生
世
代
以
下

の
児
童
１
人
あ
た
り
１
万
円
を
、
市
独
自
の
応
援
金
と
し
て
支

給
す
る
た
め
、
２
億
５
６
０
０
万
円
を
計
上
。

◇
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
、
食
材
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
２
学
期

か
ら
の
値
上
げ
が
必
要
な
状
況
の
と
こ
ろ
、
給
食
費
を
実
質
据

え
置
く
た
め
、
３
６
０
０
万
円
を
計
上
。

◇
光
熱
水
費
や
食
料
品
価
格
等
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る

民
間
の
医
療
機
関
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
、
民
間
保
育
所
等
に
対
す
る
支
援
金
支
給
事
業
費

と
し
て
、
１
億
５
３
０
０
万
円
を
計
上
。

◇
県
独
自
の
新
た
な
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
第
２
子
以
降
の
出

産
祝
金
10
万
円
の
支
給
事
業
費
で
６
６
０
０
万
円
を
、
中
学
校

３
年
生
の
保
護
者
へ
の
高
等
学
校
就
学
準
備
等
支
援
金
３
万
円

の
支
給
事
業
費
で
５
１
４
０
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
。

条
例
等

◇
大
垣
市
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

 

申
請
手
続
き
の
利
便
性
向
上
等
を
図
る
た
め
、
条
例
等
に
よ
り

書
面
で
の
手
続
き
を
必
要
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
手
続
き
を
可
能
と
す
る
た
め
の
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

  

第
2
回
市
議
会
定
例
会
を
６

月
５
日
か
ら
20
日
ま
で
の
日
程

で
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

 

初
日
に
は
、
大
垣
市
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
な

ど
3
議
案
を
先
議
し
た
後
、
市

長
か
ら
令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
11
議
案
に
つ
い

て
提
案
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

 

12
日
、
13
日
に
は
、
15
名
の

議
員
が
、
福
祉
・
防
災
・
交
通
・

教
育

・
環
境
等
に
関
し
て
市
政

全
般
に
わ
た
る
一
般
質
問
を
行

い

（
２
～
３
面
に
掲
載
）、
15

日
か
ら
19
日
に
は
各
委
員
会
に

お
い
て
付
託
議
案
の
審
査
を
慎

重
に
行
い
ま
し
た
。

　

20
日
の
最
終
日
に
は
、
各
委

員
長
が
審
査
結
果
の
報
告
を
行

い
、
市
長
提
出
議
案
７
議
案
を

可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
と
し

て
、
「
特
別
支
援
学
校
・
学
級

等
へ
の
教
員
等
の
適
切
な
配
置

を
求
め
る
意
見
書
」を
可
決
し
、

閉
会
し
ま
し
た
。

大垣市議会役員名簿

　5月1１日に開会された第1回臨時会に　

おいて、 次のとおり決定しました。

議 会 三 役

議 長 関　谷  和　彦

副 議 長 空   英 明

監 査 委 員 梅　崎  げんいち

常任委員会

総務環境委員会 （８名）

委員長 種 田 昌 克 副委員長 小 原 一 喜

委　員 宮 脇 ち え 委　員 安藤よしひろ

委　員 近 沢　　　 正 委　員 中 田 と し や

委　員 空　　　 英 明 委　員 川 上 孝 浩

教育福祉委員会 （７名）

委員長 不 破 光 司 副委員長 からさわ理恵

委　員 本 田 ゆ み こ 委　員 小 田　　 環

委　員 梅崎げんいち 委　員 関 谷 和 彦

委　員 田 中 孝 典

建設産業委員会 （７名）

委員長 長谷川つよし 副委員長 粥 川 加 奈 子

委　員 はんざわ多美 委　員 日 比 野 芳 幸

委　員 岩 井　哲 二 委　員 石 川 ま さ と

委　員 林  　新太郎

議会運営委員会 （７名）

委員長 近 沢　　 正 副委員長 田 中 孝 典

委　員 梅崎げんいち 委　員 不 破 光 司

委　員 中 田 と し や 委　員 粥 川 加 奈 子

委　員 林　　 新 太 郎

特別委員会

市民病院に関する委員会 （6名）

委員長 日 比 野 芳 幸 副委員長 はんざわ多美

委　員 からさわ理恵 委　員 不 破 光 司

委　員 粥 川 加 奈 子 委　員 林　　　新太郎

第
２
回
市
議
会
定
例
会

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

◇
大
垣
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

長
沢
町
地
内
に
整
備
を
予
定
し
て
い
る
長
沢
公
園
を
、
都
市
公

園
の
予
定
区
域
と
し
て
追
加
す
る
も
の
。

◇
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

江
東
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
工
事
に
つ
い
て
、
請
負
契
約
を

締
結
す
る
も
の
。

意
見
書

（文
面
は
４
面
に
掲
載
）

◇
特
別
支
援
学
校

・
学
級
等
へ
の
教
員
等
の
適
切
な
配
置
を
求
め

る
意
見
書

　大垣市ゆかりの植物学者である飯沼慾斎をテーマにした企画展が、

奥の細道むすびの地記念館と市郷土館で8月27日まで開催されてい

ます。 飯沼慾斎は、 NHK連続テレビ小説 「らんまん」 の主人公のモ

デルとなった牧野富太郎に、 多大な影響を与えた人物です。 この機

会に、 郷土の先人に触れてみませんか。

飯沼慾斎生誕240年記念　奥の細道むすびの地記念館第36回企画展

企画展開場式（令和5年7月15日（土）奥の細道むすびの地記念館）

2023年 8月15日① 大 垣 市 議 会 だ よ り 第96号

この議会だよりは、環境保全に配慮し、適切で持続可能な管理が行われている森林から産出された木質資源を原料にした紙を使用しています。

大垣市民の誓い
私たちは 水を生かし
緑を広げ 安全に努め
心を育て 助け合います

<インターネットURL>
大垣市議会 検索



「

清

流
の
国

ぎ
ふ
」
文

化

祭

２
０
２
４
の
へ
取
り
組
み
つ
い
て

田
中　

孝
典

質
問
質
問

:

本
市
の
基
本
的
な
取
り

組
み
姿
勢
に
つ
い
て
伺
う
。
ま

た
、
本
市
独
自
の
事
業
実
施
と
、

市
民
が
自
発
的
に
応
援
事
業
に

取
り
組
む
際
の
支
援
を
伺
う
。

　
　

:

本
市
で
は
、
小
倉
百
人

一
首
競
技
か
る
た
全
国
大
会
や

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
全
日
本
交

流
大
会
を
開
催
す
る
。
大
会
期

間
内
に
は
本
市
の
地
域
資
源
の

魅
力
や
特
色
を
生
か
し
た
地
域

文
化
発
信
事
業
と
し
て
芭
蕉
蛤

塚
忌
全
国
俳
句
大
会
や
中
山
道

赤
坂
宿
ま
つ
り
、
福
祉
ふ
れ
あ

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
等
を
開
催
す
る
。
ま
た
、

趣
旨
に
賛
同
す
る
事
業
を
幅
広

く
応
援
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
、

県
内
各
市
町
村
で
協
力
し
て
Ｐ

Ｒ
等
を
行
う
。
コ
ロ
ナ
禍
で
縮

小
し
た
地
域
文
化
活
動
の
再
始

動
と
、
本
市
の
魅
力
を
発
信
す

る
絶
好
の
機
会
と
と
ら
え
、
市

民
と
共
に
創
り
あ
げ
て
い
く
。

林
町
６
丁
目
の
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
計
画
に
つ
い
て

粥
川　

加
奈
子

質
問
質
問

:

建
築
物
の
建
築
に
関
す

る
紛
争
指
導
要
綱
に
基
づ
い
た

指
導
が
さ
れ
て
い
る
か
。
要
綱

に
基
づ
く
指
導
を
徹
底
し
、
再

発
防
止
策
を
求
め
る
。

答
弁
答
弁

:

ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
大
垣

駅
北
に
隣
接
す
る
場
所
で
の
マ

ン
シ
ョ
ン
建
設
計
画
に
伴
い
、

本
市
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
事

業
者
に
対
し
て
建
築
基
準
法
を

は
じ
め
都
市
計
画
法
や
景
観
法

な
ど
、
関
係
法
令
を
遵
守
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
大
垣
市
建
築

物
の
建
築
に
関
す
る
紛
争
指
導

要
綱
に
基
づ
い
て
指
導
し
て
い

る
。
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は

既
に
条
例
の
上
位
で
あ
る
建
築

基
準
法
に
建
築
協
定
制
度
が
あ

り
、
住
民
に
よ
る
合
意
の
も
と

建
物
の
高
さ
や
階
数
な
ど
の
ル

ー
ル
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
こ
の
制
度
の
活
用
が
有

効
で
あ
る
。

不
登
校
支
援
に
つ
い
て

宮
脇　

ち
え

質
問
質
問

:

不
登
校
の
児
童
生
徒
の

学
び
の
場
を
確
保
す
る
た
め
、

不
登
校
特
例
校
の
設
置
を
要
望

す
る
。
不
登
校
児
童
生
徒
の
保

護
者
へ
の
支
援
の
充
実
は
。

答
弁
答
弁

:

不
登
校
の
児
童
生
徒
へ

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
小
中
学

校
の
相
談
室
な
ど
で
、
ほ
ほ
え

み
相
談
員
や
学
校
職
員
が
教
室

答
弁
答
弁

質
問
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

市
民
会
館
の
廃
止
に
伴
う

避
難
所
の
確
保
に
つ
い
て

種
田　

昌
克

質
問
質
問

:

地
域
の
代
弁
者
と
し
て
、

市
民
会
館
避
難
所
の
代
替
施
設

と
な
る
新
た
な
避
難
所
を
強
く

要
望
す
る
が
、
本
市
の
考
え
を

伺
う
。

答
弁
答
弁

:

安
井
地
区
の
指
定
避
難

所
は
、
市
民
会
館
、
安
井
小
学

校
、
安
井
保
育
園
、
安
井
幼
稚

園
、
安
井
地
区
セ
ン
タ
ー
、
な

が
さ
わ
こ
ど
も
園
、
西
美
濃
農

業
協
同
組
合
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

の
7
か
所
あ
る
。
市
民
会
館
は
、

昭
和
43
年
の
開
館
か
ら
約
55
年

が
経
過
し
、
老
朽
化
が
著
し
く
、

極
め
て
耐
震
性
が
低
い
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
5
年
度

末
を
も
っ
て
閉
館
す
る
。
市
民

会
館
の
廃
止
に
伴
う
指
定
避
難

所
は
、
施
設
の
規
模
や
利
便
性

を
踏
ま
え
、
近
隣
に
お
い
て
複

数
の
候
補
地
の
調
整
を
進
め
て

お
り
、
地
域
住
民
の
ご
意
見
も

い
た
だ
き
最
終
決
定
し
て
い
く
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
推

進
に
つ
い
て安

藤　

よ
し
ひ
ろ

質
問
質
問

:

大
垣
市
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
推
進
計
画
の
進
捗
状
況
と
、

大
垣
市
第
２
次
農
業
ビ
ジ
ョ
ン

に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取

り
組
み
を
伺
う
。

答
弁
答
弁

:

令
和
４
年
３
月
に
大
垣

市
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
計
画

を
策
定
し
、
簡
単
で
分
か
り
や

す
い
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や

避
難
所
の
受
付
を
効
率
的
に
行

う
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
導
入
し
た
。

今
年
度
は
、
各
所
属
に
Ｄ
Ｘ
推

進
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
を
設
置
し
、

Ｄ
Ｘ
意
識
の
醸
成
を
図
り
、
全

庁
的
に
Ｄ
Ｘ
を
加
速
し
て
い
く
。

ス
マ
ー
ト
農
業
は
人
手
不
足
の

解
消
や
担
い
手
確
保
を
は
じ
め
、

生
産
性
の
向
上
や
規
模
拡
大
を

図
る
う
え
で
有
益
な
取
り
組
み

で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推

進
を
重
点
施
策
の
一
つ
と
し
て

位
置
づ
け
、
国
や
県
の
補
助
事

業
の
活
用
と
市
独
自
の
ス
マ
ー

ト
農
業
活
用
支
援
事
業
を
創
設

す
る
。

興
文
地
区
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

梅
崎　

げ
ん
い
ち

質
問
質
問

:

同
施
設
は
老
朽
化
が

著
し
く
、
利
用
者
の
利
便
性
と

安
全
性
の
確
保
の
た
め
、
早
急

な
更
新
・
改
修
が
望
ま
れ
る
。

市
の
今
後
の
対
策
方
針
を
伺
う
。

答
弁
答
弁

:

興
文
地
区
セ
ン
タ
ー
は

建
築
か
ら
約
60
年
が
経
過
し
老

朽
化
し
て
お
り
、
令
和
４
年
11

月
に
興
文
地
区
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
会
か
ら
、
興
文
地
区
に
設

置
さ
れ
て
い
る
公
共
施
設
の
一

部
を
暫
定
的
に
使
用
す
る
こ
と

や
新
興
文
地
区
セ
ン
タ
ー
の
早

期
建
設
に
つ
い
て
の
要
望
が
あ

っ
た
。
整
備
に
つ
い
て
は
、
周

辺
の
公
共
施
設
の
整
備
状
況
を

勘
案
す
る
と
と
も
に
、
地
区
セ

ン
タ
ー
の
役
割
や
利
用
状
況
を

考
慮
し
、
暫
定
的
な
使
用
も
含

め
検
討
し
て
い
く
。

市
民
生
活
と
地
域
資
産

を
守
る
た
め
に

か
ら
さ
わ　

理
恵

　
　
　
　

:

将
来
的
に
市
民
生
活
や

地
域
資
産
に
不
利
益
が
生
じ
る

土
地
取
引
を
防
ぐ
た
め
、
市
独

自
の
条
例
制
定
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答
弁
答
弁

:

近
年
、
全
国
的
に
、
外

国
資
本
に
よ
る
日
本
の
土
地
建

物
の
買
収
が
国
の
安
全
保
障
に

限
ら
ず
、
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
、
歴
史
、
文
化
、
景
観
と
い
っ

た
地
域
資
産
の
維
持
の
ほ
か
、

地
下
資
源
の
保
全
等
に
影
響
を

与
え
る
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
本
市
で
は
市
民
生
活
を
脅

か
す
よ
う
な
重
大
な
事
例
は
伺

っ
て
い
な
い
が
、
各
種
法
律
に

基
づ
く
手
法
を
活
用
し
、
土
地

利
用
や
景
観
の
維
持
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
施
策
を

実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
、
市

民
生
活
と
地
域
資
産
を
守
る
た

め
、
市
民
に
と
っ
て
住
み
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

質
問
質
問

:

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

の
重
要
性
が
示
さ
れ
た
が
、
現

在
の
取
り
組
み
と
課
題
、
並
び

に
医
療
的
ケ
ア
児
の
就
園
就
学

へ
の
対
応
を
問
う
。

答
弁
答
弁

:

地
域
の
保
育
園
等
に

お
い
て
共
に
育
ち
あ
え
る
統
合

保
育
を
目
指
し
、
公
立
園
に
総

合
保
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置

し
、
民
間
園
に
お
い
て
も
療
育

を
担
当
す
る
保
育
士
の
配
置
補

助
を
行
っ
て
い
る
。
通
常
学
級
、

通
級
指
導
教
室
、
特
別
支
援
学

級
、
特
別
支
援
学
校
と
い
っ
た

多
様
な
学
び
の
場
を
設
定
し
、

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

尊
重
し
合
い
な
が
ら
生
活
し
て

い
く
態
度
を
育
む
よ
う
に
努
め

て
い
る
。
保
育
園
等
の
医
療
的

ケ
ア
児
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

は
、
拠
点
園
を
三
城
幼
保
園
と

定
め
、
保
護
者
同
伴
に
よ
る
観

察
保
育
の
開
始
に
向
け
た
準
備

を
行
っ
て
い
る
。
地
域
の
園
で

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
看

護
師
の
確
保
や
施
設
環
境
等
の

課
題
が
あ
り
、
引
き
続
き
検
討

し
て
い
く
。
就
学
ニ
ー
ズ
に
つ

い
て
は
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
の
連
携
に
よ
り
柔
軟
に
対

応
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

高
齢
者
の
移
動
支
援
と
生
活

援
助
支
援
に
つ
い
て

質
問
質
問

:

高
齢
者
バ
ス
通
院
助
成

事
業
と
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
規
模
が
あ
ま
り
に
も
小
さ

す
ぎ
る
。
高
齢
者
の
移
動
手
段

拡
充
の
要
望
に
応
え
る
べ
き
。

答
弁
答
弁

:

高
齢
者
バ
ス
通
院
助
成

事
業
に
つ
い
て
は
、
70
歳
以
上

の
免
許
証
を
持
た
な
い
高
齢
者

等
が
バ
ス
を
利
用
し
て
通
院
す

る
際
、
利
用
額
の
５
割
を
助
成

し
て
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す

る
も
の
で
、
令
和
３
年
度
の
利

用
人
数
は
30
人
、
延
べ
６
１
５

回
利
用
さ
れ
た
。
次
に
、
外
出

支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て

は
、
上
石
津
地
域
か
ら
通
院
す

る
60
歳
以
上
の
高
齢
者
を
送
迎

し
、
介
護
者
の
負
担
を
軽
減
す

る
も
の
で
、
令
和
３
年
度
の
利

用
人
数
は
18
人
、
延
べ
１
１
１

回
利
用
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
事

業
範
囲
の
拡
大
は
、
社
会
情
勢

や
市
民
ニ
ー
ズ
の
ほ
か
、
既
存

事
業
へ
の
影
響
を
考
慮
し
研
究

し
て
い
く
。

選
挙
公
報
の
導
入
に
つ

い
て

小
田　

環

質
問
質
問

:

選
挙
公
報
を
県
内
大
多

数
の
市
が
発
行
し
て
い
る
が
、

本
市
で
発
行
し
な
い
理
由
は
何

か
。
Ｗ
ｅ
ｂ
版
の
選
挙
公
報
は

ど
う
か
。

答
弁
答
弁

:

選
挙
公
報
に
つ
い
て
は
、

衆
議
院
議
員
、
参
議
院
議
員
、

県
知
事
の
選
挙
で
は
発
行
が
義

務
づ
け
ら
れ
、
県
議
会
議
員
、

市
議
会
議
員
、
市
長
の
選
挙
で

は
、
条
例
で
定
め
る
こ
と
に
よ

り
発
行
で
き
る
。
選
挙
公
報
は

有
権
者
に
候
補
者
の
政
策
等
を

お
知
ら
せ
す
る
有
効
な
手
段
で

あ
る
が
、
市
議
会
議
員
、
市
長

の
選
挙
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
る
こ
と
か
ら
本
市
で
は

発
行
し
て
い
な
い
。
な
お
、
県

内
他
市
で
は
選
挙
公
報
を
発
行

し
て
い
る
市
が
あ
る
た
め
、
発

行
後
の
Ｗ
ｅ
ｂ
掲
載
等
も
含
め
、

調
査
研
究
し
て
い
く
。

保
育
士
確
保
策
に
つ
い
て

中
田　

と
し
や

質
問
質
問

:

不
適
切
保
育
の
背
景
に

は
保
育
士
不
足
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
現
場
は
疲
弊
し
て
お
り
、

保
育
士
の
就
労
や
定
着
は
進
ん

で
い
る
か
。

大垣市民会館

市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の
執
行

状
況
や
政
策
方
針
な
ど
を
各
議
員

が
市
に
対
し
て
質
問
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

に
つ
い
て

長
谷
川
　
つ
よ
し

避難所受付支援システム実証実験

※
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
は
、「
障

害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
に

よ
り
、
障
害
者
を
包
容
す
る
教
育

制
度
や
生
涯
学
習
を
確
保
し
、
障

が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
全
て

の
子
ど
も
が
共
に
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
場
を
創
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

は
ん
ざ
わ　

多
美

※
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答
弁
答
弁

:

過
去
５
年
間
の
本
市

公
立
園
の
採
用
者
数
は
90
人
、

自
己
都
合
退
職
者
数
は
54
人
で
、

勤
続
５
年
以
下
の
割
合
が
半
数

以
上
を
占
め
て
い
る
。
２
年
目

以
降
の
保
育
士
は
指
導
者
が
離

れ
、
不
安
や
悩
み
を
一
人
で
抱

え
る
こ
と
で
転
職
や
離
職
に
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

６
月
か
ら
保
育
業
務
や
職
場
に

お
け
る
悩
み
等
の
相
談
や
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
う
保
育
士
等
サ
ポ

ー
タ
ー
を
設
置
し
、
採
用
２
年

目
か
ら
５
年
目
の
保
育
士
に
対

し
て
も
職
場
定
着
の
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
保
育
支
援

シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
お
む
つ
の

持
ち
帰
り
の
廃
止
な
ど
、
保
育

士
の
負
担
軽
減
に
取
り
組
む
ほ

か
、
市
独
自
の
配
置
基
準
を
設

け
、
国
の
基
準
よ
り
も
手
厚
い

配
置
を
し
て
い
る
。

Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て

小
原　

一
喜

質
問
質
問

:

行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
Ａ

Ｉ
の
活
用
状
況
と
成
果
を
伺
う
。

ま
た
、
生
成
Ａ
Ｉ
技
術
の
市
政

へ
の
活
用
に
つ
い
て
、
市
の
今

後
の
方
針
を
伺
う
。

　
　

:

本
市
で
は
、
対
話
型
Ｆ

Ａ
Ｑ
サ
ー
ビ
ス
や
道
路
面
の
損

傷
状
況
を
Ａ
Ｉ
で
解
析
す
る
シ

ス
テ
ム
、
Ａ
Ｉ
議
事
録
サ
ー
ビ

ス
を
導
入
し
、
業
務
の
効
率
化

を
図
っ
て
い
る
。
生
成
Ａ
Ｉ
は

文
書
作
成
や
ア
イ
デ
ア
出
し
に

お
い
て
有
効
な
ツ
ー
ル
で
あ
る

が
、
回
答
の
信
頼
性
、
個
人
情

報
や
機
密
情
報
の
漏
え
い
、
著

作
権
の
権
利
侵
害
な
ど
も
懸
念

さ
れ
る
た
め
、
国
や
県
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
生
成
Ａ
Ｉ

に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主

返
納
支
援
事
業
に
つ
い
て

不
破　

光
司

質
問
質
問

:

公
共
交
通
機
関
が
十
分

で
な
い
地
域
は
、
運
転
免
許
証

の
返
納
を
た
め
ら
う
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
路
線
延
長
や
他

地
域
で
の
拡
充
を
求
め
る
。

答
弁
答
弁

:

市
内
バ
ス
路
線
や
他
地

域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

拡
充
に
つ
い
て
は
、
大
垣
市
地

域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
よ

り
、
令
和
3
年
度
は
上
石
津
地

域
の
バ
ス
路
線
の
再
構
築
や
、

利
用
者
増
加
に
伴
う
青
柳
線
の

増
便
、
一
部
路
線
が
重
複
す
る

荒
尾
線
の
ル
ー
ト
見
直
し
な
ど

を
行
っ
た
。

　

令
和
５
年
４
月
か
ら
は
、
青

墓
地
域
内
の
商
業
施
設
を
拠
点

と
し
た
バ
ス
路
線
の
新
設
や
、

人
口
が
増
加
し
て
い
る
小
野
地

区
に
お
い
て
通
勤
通
学
、
買
い

物
な
ど
の
利
便
性
向
上
を
図
る

た
め
、
ソ
フ
ト
ピ
ア
線
を
延
伸

し
た
。

　

今
後
も
利
用
実
態
を
確
認
し

つ
つ
、
交
通
事
業
者
等
と
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

「

清

流
の
国

ぎ
ふ
」
文

化

祭

２
０
２
４
の
へ
取
り
組
み
つ
い
て

田
中　

孝
典

質
問
質
問

:

本
市
の
基
本
的
な
取
り

組
み
姿
勢
に
つ
い
て
伺
う
。
ま

た
、
本
市
独
自
の
事
業
実
施
と
、

市
民
が
自
発
的
に
応
援
事
業
に

取
り
組
む
際
の
支
援
を
伺
う
。

　
　

:

本
市
で
は
、
小
倉
百
人

一
首
競
技
か
る
た
全
国
大
会
や

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
全
日
本
交

流
大
会
を
開
催
す
る
。
大
会
期

間
内
に
は
本
市
の
地
域
資
源
の

魅
力
や
特
色
を
生
か
し
た
地
域

文
化
発
信
事
業
と
し
て
芭
蕉
蛤

塚
忌
全
国
俳
句
大
会
や
中
山
道

赤
坂
宿
ま
つ
り
、
福
祉
ふ
れ
あ

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
等
を
開
催
す
る
。
ま
た
、

趣
旨
に
賛
同
す
る
事
業
を
幅
広

く
応
援
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
、

県
内
各
市
町
村
で
協
力
し
て
Ｐ

Ｒ
等
を
行
う
。
コ
ロ
ナ
禍
で
縮

小
し
た
地
域
文
化
活
動
の
再
始

動
と
、
本
市
の
魅
力
を
発
信
す

る
絶
好
の
機
会
と
と
ら
え
、
市

民
と
共
に
創
り
あ
げ
て
い
く
。

林
町
６
丁
目
の
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
計
画
に
つ
い
て

粥
川　

加
奈
子

質
問
質
問

:

建
築
物
の
建
築
に
関
す

る
紛
争
指
導
要
綱
に
基
づ
い
た

指
導
が
さ
れ
て
い
る
か
。
要
綱

に
基
づ
く
指
導
を
徹
底
し
、
再

発
防
止
策
を
求
め
る
。

答
弁
答
弁

:

ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
大
垣

駅
北
に
隣
接
す
る
場
所
で
の
マ

ン
シ
ョ
ン
建
設
計
画
に
伴
い
、

本
市
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
事

業
者
に
対
し
て
建
築
基
準
法
を

は
じ
め
都
市
計
画
法
や
景
観
法

な
ど
、
関
係
法
令
を
遵
守
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
大
垣
市
建
築

物
の
建
築
に
関
す
る
紛
争
指
導

要
綱
に
基
づ
い
て
指
導
し
て
い

る
。
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は

既
に
条
例
の
上
位
で
あ
る
建
築

基
準
法
に
建
築
協
定
制
度
が
あ

り
、
住
民
に
よ
る
合
意
の
も
と

建
物
の
高
さ
や
階
数
な
ど
の
ル

ー
ル
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
こ
の
制
度
の
活
用
が
有

効
で
あ
る
。

不
登
校
支
援
に
つ
い
て

宮
脇　

ち
え

質
問
質
問

:

不
登
校
の
児
童
生
徒
の

学
び
の
場
を
確
保
す
る
た
め
、

不
登
校
特
例
校
の
設
置
を
要
望

す
る
。
不
登
校
児
童
生
徒
の
保

護
者
へ
の
支
援
の
充
実
は
。

答
弁
答
弁

:

不
登
校
の
児
童
生
徒
へ

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
小
中
学

校
の
相
談
室
な
ど
で
、
ほ
ほ
え

み
相
談
員
や
学
校
職
員
が
教
室

に
入
れ
な
い
児
童
生
徒
の
相
談

に
応
じ
る
と
と
も
に
、
学
習
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
不
登

校
特
例
校
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

教
員
の
確
保
等
が
困
難
で
あ
り
、

財
政
面
で
の
負
担
も
大
き
い
た

め
、
ス
イ
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
に

設
置
し
て
い
る
「
ほ
ほ
え
み
教

室
」
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
た

め
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

な
い
。
不
登
校
の
子
ど
も
を
育

て
る
保
護
者
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
学
校
の
教
員
や
ほ
ほ
え
み

相
談
員
、
県
が
配
置
す
る
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
及
び
教

育
総
合
研
究
所
が
随
時
、
相
談

を
受
け
付
け
、
支
援
し
て
い
る
。

質
問
質
問

:

８
０
５
０
問
題
、
介
護

と
子
育
て
の
ダ
ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー

な
ど
の
複
雑
化
し
た
課
題
に
対

す
る
支
援
と
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
へ
の
取
り
組
み
は
。

答
弁
答
弁

:

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で

も
複
雑
化
し
た
課
題
を
抱
え
た

方
か
ら
の
相
談
支
援
に
努
め
て

い
る
が
、
今
後
、
社
会
構
造
の

変
化
に
伴
い
、
複
雑
化
し
た
相

談
の
増
加
に
備
え
、
新
た
に
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
実

施
が
必
要
と
な
る
。
事
業
の
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、
実
施
体
制

や
関
係
機
関
と
の
連
携
方
法
、

新
た
に
実
施
す
る
事
業
内
容
を

位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

大
垣
市
第
四
次
地
域
福
祉
計
画

の
改
定
作
業
の
中
に
盛
り
込
ん

で
い
く
。

子
ど
も
の
居
場
所
に
つ
い
て

本
田　

ゆ
み
こ

質
問
質
問

:

子
ど
も
の
居
場
所
を
求

め
る
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
い
る
。

子
ど
も
食
堂
補
助
の
あ
り
方
と

児
童
館
・
放
課
後
子
供
教
室
の

設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
答
弁

:

昨
年
度
か
ら
子
ど
も
食

堂
を
運
営
す
る
団
体
へ
の
補
助

を
開
始
し
、
今
年
度
、
経
済
的

負
担
の
大
き
い
調
理
器
具
等
備

品
購
入
に
特
化
し
た
補
助
メ
ニ

ュ
ー
を
追
加
し
た
。
新
た
な
児

童
館
の
設
置
に
つ
い
て
は
考
え

て
い
な
い
が
、
既
存
の
公
共
施

設
の
活
用
を
中
心
に
、
子
ど
も

の
居
場
所
の
検
討
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
放
課
後
子
供
教
室

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
活
動
場

所
や
地
域
の
協
力
者
の
確
保
に

課
題
が
あ
る
た
め
、
引
き
続
き

研
究
課
題
と
す
る
。
今
後
も
市

民
団
体
や
地
域
等
と
と
も
に
、

関
係
部
局
と
連
携
し
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
居
場
所
づ
く
り
に
努
め

て
い
く
。

答
弁
答
弁

８
０
５
０
問
題
な
ど
へ
の

支
援
体
制
に
つ
い
て

近
沢　
　

正

※
「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」
文
化
祭

２
０
２
４
：
第
39
回
国
民
文
化
祭

と
第
24
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文

化
祭
の
統
一
名
称
で
、
二
つ
の
文

化
祭
を
一
体
的
に
開
催
し
、
各
種

の
文
化
活
動
を
全
国
規
模
で
発

表
・
交
流
す
る
祭
典
。
令
和
6
年

10
月
14
日
か
ら
11
月
24
日
ま
で
の

答
弁
答
弁

※
８
０
５
０
問
題
は
、
近
年
多
く

な
っ
て
い
る
50
歳
以
上
の
ひ
き
こ

も
り
の
方
の
生
活
を
、
高
齢
の
親

が
支
え
る
状
態
と
な
る
こ
と
を
い

い
、
特
に
親
の
身
体
的
、
経
済
的

負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

42
日
間
に
わ
た

り
、
県
内
全
市

町
村
で
様
々
な

文
化
事
業
を
展

開
す
る
。

※
生
成
Ａ
Ｉ
：
指
示
に
基
づ
き
、
人

が
書
い
た
よ
う
な
文
書
や
画
像
、
音

楽
を
簡
単
に
作
り
出
せ
る
人
工
知
能

ひきこもり

相談会は、

事前予約が

必要です。

※

※

※
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◆一般質問の録画放映 

   (ケーブルテレビ）

　大垣市議会では、市民の皆さ

まに議会活動への理解を深めて

いただくため、各定例会（ 3月、

6 月、 9 月、12月）の一般質問

を大垣ケーブルテレビ（11ch）

による録画で放映しています。

次回の放映は、 9 月中旬を予定

しています。放映日については、

市議会HPでご確認いただくか、

または電話（直通：47-8073）で、

お問い合わせください。

意見書
第 2 回定例会で可決された意見書は次のとおりです。
意見書は国会をはじめ、内閣総理大臣及び関係各大臣等に送付し、実現を要望しました。

特別支援学校 ・ 学級等への教員等の適切な配置を求める意見書

　文部科学省 「学校基本調査」 によると、 特別支援教育を受ける児童生徒は年々増加しており、 １０年間で、 特別支援

学校については学校数が約１１％増加、 児童生徒数は約１４． ３ ％増加、 特別支援学級は １ ． ６ 倍に増え児童生徒数は

２ ． １ 倍に増加している。 また通級による指導を受けている児童生徒数は約 ２ ． ６ 倍に増え、 教育現場では新たな特別

支援教育体制の整備が必要になっている。 このような状況に適切に対処するためには、 特別支援学校 ・ 学級への専門的

な知識や経験を持った教員等の増員が必要不可欠である。 また今日、 共生社会の形成に向けて、 障害者の権利に関す

る条約に基づき、 子供たちの多様性を尊重するインクルーシブ教育システムの構築が求められており、 そのためにも我

が国の特別支援教育のさらなる拡充が必要である。

　よって政府においては、 医療的ケアを含めた特別支援教育が必要な子供の増加や、 様々な障がいのある児童生徒に的

確に対応した教育を実現するために、 特別支援学校 ・ 学級等への教員等の適切な配置に向けて、 次の事項について財

政措置を含めた特段の措置を講じることを求める。

１ ． 特別支援教育支援員の適切な配置

障がいのある児童生徒に対し、 食事、 排泄、 教室移動の補助等、 学校における日常生活動作の介助を行ったり、

発達障がいの児童生徒に対し、 学習活動上のサポート等を行う特別支援教育支援員の適切な配置を支援すること。

２ ． 特別支援教育コーディネーターの適切な配置

保護者や関係機関に対する学校の窓口として、 また、 学校内の関係者や福祉 ・ 医療等の関係機関との連絡調整の

役割を担い、 子供たちのニーズに合わせた支援をサポートする特別支援教育コーディネーターの適切な配置を支援す

ること。

３ ． 看護師等の専門家の適切な配置

医療的ケアが必要な子供や、 障がいのある子供への支援を的確に実施するために、 看護師、 ＳＴ （言語聴覚士）、

ＯＴ （作業療法士）、 ＰＴ （理学療法士） 等の専門家の必要に応じた適切な配置を支援すること。

４ ． 特別支援学校のセンター的機能の強化

各学校でインクルーシブ教育を一体的に進めるために、 担当の教員だけでなく学校長等に対する指導や研修等を実

施し、 校内全体での取組を促進するために、 特別支援学校のセンター的機能強化を支援すること。

５ ． 特別支援教育デジタル支援員 （仮称） の配置

ＧＩＧＡスクール構想により整備された 1 人 1 台の端末を、特別支援学級や特別支援学校において、授業はもとより、

個々の特性や教育的ニーズに応じた支援ツールとして有効に活用するための特別支援教育デジタル支援員 （仮称） の

配置を支援すること。

６ ． 特別支援学校教諭免許状の取得支援

特別支援学校教員の特別支援学校教諭免許状の取得率は８７． ２ ％となっており、 特別支援学校における教育の質

の向上の観点から、 教職員への取得支援の強化や、 大学等における特別支援教育に関する科目の修得促進等、 教職

員に対する特別支援学校教諭免許状の取得を支援すること。 併せて、 特別免許状についても強力に推進すること。

以上、 地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

令和 ５ 年 ６ 月２０日

大　垣　市　議　会

令和5年第2回定例会　議案審議結果一覧

全会一致で可決・同意された議案 

議案番号 議　　　案　　　名 議案番号 議　　　案　　　名 

議第41号 令和 5年度大垣市一般会計補正予算（第 2号） 議第47号 市道路線の廃止について

議第42号 大垣市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定について 議第48号 大垣市教育委員会委員の任命について

議第43号 大垣市税条例の一部改正について 議第49号 大垣市監査委員の選任について

議第44号 大垣市都市公園条例の一部改正について 議第50号※ 大垣市農業委員会委員の任命について

議第45号 請負契約の締結について 市議第 4号 特別支援学校・学級等への教員等の適切な配置を求める意見書

議第46号 市道路線の認定について 　※林議員、岩井議員除斥

　本定例会において、賛否が分かれた議案はありませんでした。

◆本会議・委員会の会議録がご覧いただけます。

　本号に掲載された質問・答弁

の詳しい内容は、図書館、市政

情報コーナー、市議会ホームペー

ジなどでご覧いただけます。

（発行・掲載予定 8月下旬）
大垣市議会ＨＰ

　年４回発行する議会だより

に、 市民の皆さんからのご意

見やご要望をいただきながら、

より良い紙面づくりに努めてま

いります。

委員長 不 破 光 司

副委員長 宮 脇 ち え

委 員 本 田 ゆ み こ

委 員 か ら さ わ 理 恵

委 員 小 田 　 環

委 員 田 中 孝 典

委 員 日 比 野 芳 幸

議会だより編集委員会 功
績
を
た
た
え
永
年
在
職
議
員
表
彰
を
伝
達

　
定
例
会
の
閉
会
後
に
、
全
国
市
議
会
議
長
会
の
永
年
在
職
議
員
表

彰
の
伝
達
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
特
別
表
彰

　
議
員
30
年
以
上

　
　
岡
田

　
ま
さ
あ
き

　
元
議
員

　
　
　
　
　
　
議
員
20
年
以
上

　
　
川
上

　
孝
浩

　
議
員

令和５年第１回臨時会　議案審議結果一覧
全会一致で可決・同意・承認された議案 

議案番号 議　　　案　　　名 議案番号 議　　　案　　　名 

議第37号 令和 5年度大垣市一般会計補正予算（第 1号） 議第40号 大垣市監査委員の選任について

議第38号 大垣市固定資産評価員の選任について 報第 5号 専決処分の報告並びにその承認について

議第39号※ 大垣市農業委員会委員の任命について 　※岩井議員除斥
　  除斥…議会における審議を公正なものとするため、一定の利害関係がある議員は、
　　　  　その議案の審議に参加できないこと。　本臨時会において、賛否が分かれた議案はありませんでした。

　6月22日、北中学校の1年生125名が、校外学習

の一環で、議場を見学しました。当日は、議会で

審査された議案の内容について説明を聞き、市の

仕事について関心を深めました。

議 　 場 　 見 　 学◆本会議の傍聴のご案内
　次回定例会は 9 月上旬に開会予定です。本会議は公開して

います。傍聴を希望される方は、市庁舎 8 階傍聴席入り口に

て受付簿に必要事項の記入をお願いします。詳細は、議会事

務局までお問い合わせください。

問合せ／大垣市議会事務局（電話：0584-47－8073）
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